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株主・投資家との対話の実施状況



対話の実施状況 （2023年度） ①

１. 対話の実績

主な対応者 実施回数

株 主 総 会 全ての取締役および監査役 1回

個人投資家説明会 ＩＲ部門長 2回

個 別 面 談 ＩＲ部門長および担当役員 55回

２. 個別面談の株主・投資家概要

国内・海外

合計 55回

国 内
20回

海 外
35回

当社は、持続的な成長および企業価値向上を目的に、株主・投資家の皆様との建設的な対話に積極的

に取組み、対話の内容・状況につきましては、社内へのフィードバックを適宜実施しております。

2023年度の対話の実施状況につきまして、以下の通りご報告いたします。
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対話の実施状況 （2023年度） ②

３. 対話の主なテーマ

テーマ 主な内容

事 業 概 要 当社の特長・強み、 シェア、 市場環境

決算の状況 売上の状況、 営業利益の増減要因

事 業 戦 略 国内事業の取組施策、 海外事業の展望

経 営 方 針 資本収益性・ＰＢＲ、 資本政策、 ＥＳＧ、 ＩＲ

４. 社内へのフィードバック

主な内容 実施回数

取締役会
・ 資本収益性の改善
・ ＩＲの活動状況
・ 株主の状況

6回

経営層、
関連部署

株主・投資家との
対話の重要なﾃｰﾏ

適宜

５. 対話を踏まえて取り入れた事項

要望事項 当社対応 内容

資本収益性
資 本 ｺ ｽ ﾄ を 意 識 し た
資 本 収 益 性 の 改 善

株主還元の充実
資本収益性の改善と株主還元のより一層の
充実を目的に、増配と自己株式取得を実施。

Ｉ Ｒ 強 化

開 示 資 料 の 充 実

決算説明資料の
四半期作成

従来作成の 2Q および 期末 に加え、
1Q と 3Q も新たに作成。

英文開示の拡充
決算短信の各Qのサマリー英訳に加え、期末
の全文英訳も実施。その他の開示も随時対応。

投資家の認知度向上

ＩＲサイトのリニューアル 各種コンテンツの拡充を和英とも実施。

スポンサードリサーチ
レポートの導入

機関投資家から認知度の高い
シェアードリサーチ社のレポートを導入。
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< IRお問い合わせ先 >

TEL 06 - 6962 -1502

E-mail ir@takara-standard.co.jp

管理本部 財務部

タカラスタンダード株式会社
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